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伊
豆
急
行
開
業
と
伊
豆
観
光

昭
和
36
年
12
月
９
日
、
伊
東

－

伊
豆
急
下
田

駅
間
を
祝
賀
電
車
が
走
行
し
た
。
盛
大
に
催
さ

れ
た
開
通
式
に
は
、
東
急
電
鉄
・
伊
豆
急
行
関

係
者
の
ほ
か
、
建
設
大
臣
・
運
輸
大
臣
・
静
岡

県
知
事
・
沿
線
市
町
村
首
長
等
が
出
席
。
人
気

俳
優
の
故
石
原
裕
次
郎
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
乗

り
付
け
、
挨
拶
し
た
と
い
う
映
画
の
よ
う
な

華
々
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
。
翌
10
日
に
は
、

国
鉄
と
の
相
互
直
通
運
転
が
開
通
、
営
業
運
転

が
開
始
さ
れ
た
。

鉄
道
敷
設
は
、
地
元
に
と
っ
て
長
年
の
悲
願

だ
っ
た
。
構
想
自
体
は
明
治
の
頃
か
ら
あ
り
、

明
治
22
年
に
東
海
道
本
線
が
全
通
す
る
と
、
地

元
有
志
や
政
財
界
人
に
よ
る
鉄
道
誘
致
運
動
が

幾
度
も
展
開
さ
れ
た
。
熱
海
か
ら
伊
豆
方
面
へ

向
か
う
鉄
道
と
し
て
、
大
正
11
年
、
改
正
鉄
道

敷
設
法
で
規
定
さ
れ
た
「
静
岡
県
熱
海
ヨ
リ
下

田
、
松
崎
ヲ
経
テ
大
仁
ニ
至
ル
鉄
道
」
に
沿
っ
て

着
工
さ
れ
た
の
が
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
伊
東

線
で
あ
る
。
昭
和
10
年
に
熱
海

－

網
代
間
、
13

年
に
伊
東
ま
で
開
通
。
し
か
し
、
以
南
の
建
設

は
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
、
戦
後
を
迎
え
た
。

や
が
て
昭
和
28
年
、「
鉄
道
王
」
と
呼
ば
れ
た

東
急
電
鉄
の
五
島
慶
太
会
長
が
「
伊
豆
開
発
構

想
」
を
樹
立
、
伊
豆
の
鉄
道
敷
設
が
動
き
始
め

た
。
五
島
会
長
は
「
一
生
の
う
ち
に
自
分
の
手
で

鉄
道
を
計
画
し
、
東
急
の
全
力
、
五
島
の
全
知

を
傾
け
て
伊
豆
に
鉄
道
を
建
設
し
た
い
」
と
、

31
年
に
伊
東
下
田
電
気
鉄
道
を
立
ち
上
げ
、
鉄

道
敷
設
免
許
を
運
輸
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）

に
申
請
す
る
。

伊
東
下
田
電
鉄
に
免
許
が
下
り
た
の
は
申
請

か
ら
3
年
後
の
34
年
だ
っ
た
。
翌
35
年
1
月
に

着
工
し
、
社
名
も
伊
豆
急
行
に
変
更
。
直
前
ま

で
続
い
て
い
た
と
い
う
海
岸
線
の
複
雑
な
地
形

で
の
難
工
事
を
無
事
2
年
で
完
了
さ
せ
、
営
業

運
転
開
始
の
日
を
迎
え
た
。

待
望
の
鉄
道
開
通
は
、
地
元
住
民
か
ら
大
い

な
る
期
待
を
も
っ
て
「
第
二
の
黒
船
」
と
呼
ば
れ

た
。
開
業
当
時
の
駅
数
は
国
鉄
の
管
轄
下
に
あ

る
伊
東
駅
を
除
く
12
駅
、
営
業
キ
ロ
45
・
７
㎞
。

国
鉄
列
車
の
乗
り
入
れ
を
前
提
と
し
て
い
た
た

め
、
準
急
停
車
駅
と
な
る
駅
は
20
ｍ
車
10
両
分

の
長
さ
の
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
す
べ
て
の
駅
で
20
ｍ

車
10
両
編
成
の
行
き
違
い
が
で
き
る
つ
く
り
だ
。

路
線
は
、
山
が
海
岸
に
せ
り
出
し
平
地
の
少

な
い
地
域
を
走
っ
て
い
る
た
め
、
全
線
の
約
3
分

の
1
を
ト
ン
ネ
ル
が
占
め
て
い
る
が
、
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
眼
下
に
伊
豆
の
美
し
い
海
岸
線
が

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。
伊
豆
急
行
線
な
ら
で
は
の

絶
景
だ
。

伊
東

－

伊
豆
急
下
田
間
の
所
要
時
間
も
、
そ

れ
ま
で
バ
ス
で
2
時
間
20
分
だ
っ
た
の
が
1
時

間
、
東
京
か
ら
伊
豆
急
下
田
ま
で
で
も
３
時
間

昭和36年12月10日、テープカットをする五島昇初代社長と祝賀列車

伊
東
を
出
発
し
て
伊
豆
半
島
東
海
岸
の
海
岸
線
沿
い
を
走
る
。

数
珠
繋
ぎ
に
名
湯
が
連
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
気
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
。

長
い
間
、
鉄
道
不
毛
の
地
だ
っ
た
伊
東
以
南
は
、
伊
豆
急
行
開
業
と
と
も
に
、

首
都
圏
至
近
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
を
重
ね
て
き
た
。

伊
豆
急
行
開
業
50
年
の
歳
月
は
そ
の
ま
ま
、
伊
豆
観
光
の
歴
史
に
重
な
る
。

海
と
山
と
伊
豆
急
行
と
―
―
50
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
。
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［伊豆急行と沿線地域の新たな取り組み］

と
時
間
距
離
は
一
気
に
縮
ま
り
、
伊
豆
は
に
わ

か
に
首
都
圏
至
近
の
観
光
地
と
し
て
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
30
年
に
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
た
伊
豆

半
島
は
、
十
分
な
観
光
資
源
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
不
便
な
交
通
事
情
の
た
め
に
観
光
地

と
し
て
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
。
伊
豆
急
行
の
開

業
と
と
も
に
、
伊
豆
観
光
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。

伊
豆
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
次
々
提
案

「
第
二
の
黒
船
」
と
称
え
ら
れ
た
そ
の
名
の
通

り
、
伊
豆
急
行
は
小
規
模
な
温
泉
街
が
点
在
す

る
伊
豆
を
、
首
都
圏
至
近
の
リ
ゾ
ー
ト
地
・
伊

豆
へ
と
変
革
し
て
い
っ
た
。

昭
和
37
年
9
月
に
は
、
蓮
台
寺
伊
豆
急
ピ
ク

ニ
カ
村
を
開
業
。
こ
れ
は
、
稲
生
沢
川
沿
い
の
約

1
万
㎡
の
敷
地
に
温
水
浴
室
や
大
食
堂
、
売
店

な
ど
を
設
置
し
、
蓮
台
寺
駅
前
に
80
台
の
ピ
ク

ニ
カ
（
キ
ャ
ン
プ
ハ
ウ
ス
）
を
揃
え
た
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
磯
釣
り
、
伊
豆
遊
覧
の

キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。
ま

た
、
夏
季
に
は
、
伊
豆
稲
取

－

河
津
間
に
今
井

浜
海
水
浴
場
駅
を
臨
時
に
設
置
し
、
蓮
台
寺
に

続
い
て
今
井
浜
ピ
ク
ニ
カ
村
を
開
業
し
て
い
る
。

下
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
遊
覧
船
の

伊
豆
急
マ
リ
ン
、
ゴ
ル
フ
場
を
併
設

し
た
伊
豆
急
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
、
伊
豆
急
行
線
開
業
と
同
時
期

の
開
業
だ
。

さ
ら
に
、
伊
豆
高
原
駅
を
中
心
に

約
３
６
３
万
㎡
を
造
成
し
た
別
荘
地

の
分
譲
も
、
昭
和
38
年
2
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
。

「
伊
豆
急
行
の
沿
線
に
、
外
国
や
都

会
で
人
気
の
レ
ジ
ャ
ー
要
素
を
取
り
入
れ
、
新

し
い
休
日
の
過
ご
し
方
を
提
案
し
て
き
た
。
ピ

ク
ニ
カ
村
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
取
り

入
れ
た
も
の
。
伊
豆
の
観
光
を
先
導
し
よ
う
と

い
う
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
た
」
と
、
経
営
企
画

部
の
割
谷
英
雄
専
任
課
長
は
、
当
時
を
説
明
す

る
。こ

の
頃
、
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
圧
倒
的
な
人

気
を
誇
っ
て
い
た
の
が
海
水
浴
だ
。
伊
豆
急
行
で

は
「
海
の
家
」
な
ど
の
整
備
も
進
め
て
い
た
が
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
海
岸
の
砂
浜
は

宿
泊
者
の
テ
ン
ト
で
埋
ま
り
、
そ
れ
で
も
足
り

ず
に
、
東
京
を
夜
に
出
発
し
て
伊
豆
急
下
田
駅

に
深
夜
に
到
着
、
乗
客
は
そ
の
ま
ま
車
内
で
朝

ま
で
仮
泊
で
き
る
列
車
も
用
意
し
た
と
い
う
。

「
真
夜
中
の
駅
に
お
客
さ
ま
が
１
０
０
０
人
ぐ

ら
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
」（
割
谷
専
任
課
長
）

と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
海
水
浴
の

黄
金
時
代
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
で
旅
客
誘
致
を
推
進

観
光
地
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
の
と
並

行
し
て
、
伊
豆
急
行
は
旅
客
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。
鉄
道
の
開
通
と
同
時
に
、
下

伊豆急行株式会社　経営企画部　専任課長
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田
、
伊
東
、
東
京
・
銀
座
に
案
内
所
を
開
設
。

昭
和
41
年
に
は
、
旅
行
斡
旋
業
務
の
認
可
を
得

て
東
京
・
渋
谷
の
ほ
か
、
関
西
や
中
京
方
面
か
ら

の
誘
致
の
窓
口
を
大
阪
、
名
古
屋
に
設
置
し
た
。

最
盛
期
に
は
そ
の
数
も
10
カ
所
に
及
ぶ
。

人
々
に
い
か
に
し
て
伊
豆
に
足
を
運
ん
で
も

ら
う
か
―
―
大
命
題
を
抱
え
た
社
員
た
ち
は
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
客
誘

致
策
を
練
っ
て
は
実
行
に
移
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
は
、
沿
線
の
宿
泊
施
設
と
の
連
携
だ
。

当
時
の
旅
館
な
ど
は
な
じ
み
の
客
を
対
象
と
し

て
お
り
、
宣
伝
や
営
業
活
動
を
行
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
伊
豆
急
行
は
そ
う
し
た
旅

館
に
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
釣
り
人
用
の
宿

に
一
般
観
光
客
向
け
の
民
宿
に
改
装
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
こ
う
し
て
伊
豆
急
協
定
旅
館
・

民
宿
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
軒
を
確
保
し
、

こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
予
約
代
行
を
行
っ
た
。

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
企
画
商
品
の
販
売

を
開
始
し
た
。
宿
泊
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
と
地

元
な
ら
で
は
の
料
理
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
旅
行
プ

ラ
ン
だ
。
花
見
や
祭
り
な
ど
シ
ー
ズ
ン
限
定
の
も

の
や
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
予
約
が
付
い
た
宿
泊
プ

ラ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
商
品
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
並
ん
だ
。
い
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
見
掛
け
る
女
性
専
用
プ
ラ
ン
や
熟
年
世
代
向
け

プ
ラ
ン
も
、
こ
の
頃
、
先
ん
じ
て
手
掛
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
企
画
の
核
と
な
っ
た
の
は
、
社
員

が
自
分
の
足
で
探
し
集
め
た
情
報
だ
。

「
地
元
で
は
普
通
に
存
在
す
る
も
の
で
も
、
観

光
客
は
〝
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
〟
と
驚
き
、

喜
ん
で
く
れ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
掘
り
出
し
、

宣
伝
す
る
こ
と
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
そ
う
し
た

努
力
を
続
け
る
う
ち
に
、
多
く
の
旅
館
や
民
宿

も
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
割
谷

専
任
課
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

例
え
ば
、
伊
豆
北
川
駅
が
あ
る
北
川
温
泉
は
、

当
時
は
数
軒
し
か
宿
泊
施
設
の
な
い
目
立
た
な

い
温
泉
地
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
食
事
に
新
鮮
な

魚
料
理
を
何
種
類
も
つ
け
合
わ
せ
る
「
さ
か
な

ま
つ
り
」
を
企
画
。
こ
れ
が
人
気
を
呼
び
、
北

川
温
泉
へ
の
誘
客
に
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
、
い
ま
で
は
伊
豆
の
名
物
と
も
言
わ
れ

て
い
る
〝
金
目
鯛
〟
の
堀
り
起
こ
し
に
も
力
を

入
れ
た
。
稲
取
に
は
、
祝
い
事
が
あ
る
と
金
目

鯛
の
煮
付
け
を
食
べ
る
風
習
が
あ
る
が
、
当
時

は
家
庭
料
理
だ
と
い
う
理
由
で
観
光
客
に
供
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
伊
豆
急
協
定

民
宿
の
一
つ
を
「
ぎ
ん
で
い
（
金
目
鯛
）
民
宿
」

と
し
て
売
り
出
す
と
た
ち
ま
ち
評
判
に
な
り
、

金
目
鯛
の
煮
付
け
は
稲
取
を
代
表
す
る
名
物
料

理
の
一
つ
と
な
っ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
が
意
識
し
て
い
た
の
は
〝
お
客
さ

ま
は
何
の
た
め
に
伊
豆
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
〟

と
い
う
こ
と
。
伊
豆
急
の
電
車
に
乗
る
の
は
そ
の

先
に
、
降
り
た
そ
こ
に
し
か
な
い
何
か
が
あ
る

か
ら
。
そ
の
〝
何
か
〟
を
探
そ
う
と
、
食
べ
物

も
景
色
も
温
泉
も
お
土
産
も
徹
底
的
に
リ
サ
ー

チ
し
た
」
と
割
谷
専
任
課
長
は
語
る
。

昭
和
50
年
代
、
精
力
的
に
営
業
推
進
に
取
り

組
ん
だ
そ
の
背
景
に
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の

大
型
不
況
や
、
伊
豆
地
方
の
群
発
地
震
や
集
中

豪
雨
な
ど
度
重
な
る
災
害
の
影
響
を
受
け
て
の

観
光
客
の
減
少
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
あ
っ
た
。

強
い
逆
風
の
中
を
、
社
員
一
同
が
知
恵
を
絞
っ

て
走
り
抜
け
た
時
代
だ
と
も
言
え
る
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
車
両
開
発

そ
う
し
た
熱
意
が
、
現
在
も
人
気
を
誇
る
車

開業を告知するポスター（上）と開通時のポスター（下）国鉄車両が停まる開業当時の伊豆急下田駅

民鉄唯一の食堂車「スコールカー」

民宿の告知ポスター

伊豆急開通記念乗車券

伊豆急下田駅（昭和 36 年 12 月 9 日）
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両
２
１
０
０
系
「
リ※

ゾ
ー
ト
21
」
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
車
両

の
変
遷
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

開
業
時
に
22
両
が
新
造
さ
れ
た
１
０
０
系
は
、

国
鉄
と
の
直
通
運
転
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
お

り
、
国
鉄
の
急
行
電
車
に
類
似
し
た
ボ
ッ
ク
ス

シ
ー
ト
車
だ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ブ
ル
ー
と
ペ
ー

ル
ブ
ル
ー
の
２
色
使
い
で
伊
豆
の
青
い
海
を
表
現

し
て
い
る
。
１
０
０
系
車
両
は
そ
の
後
、
輸
送

力
増
強
に
伴
っ
て
昭
和
47
年
に
は
53
両
ま
で
増

加
さ
れ
た
。

ま
た
１
０
０
系
で
大
き
な
話
題
を
集
め
た
の

が
昭
和
38
年
に
登
場
し
た
、
民
鉄
と
し
て
は
初

の
食
堂
車
「
ス
コ
ー
ル
カ
ー
（
乾
杯
電
車
）」
だ
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
寄
贈
に
よ
る
冷
暖
房
付
き
の
豪

華
な
車
両
で
、
49
年
に
改
造
さ
れ
る
ま
で
乗
客

の
人
気
を
呼
ん
だ
。

伊
豆
急
行
の
「
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
を
提

供
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
車
両
づ
く
り

に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
最
も
顕
著

な
形
で
体
現
し
た
の
が
、
昭
和
60
年
7
月
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
リ
ゾ
ー
ト
21
だ
。

開
発
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
も
あ
っ
た

割
谷
専
任
課
長
は
、
当
時
を
振
り
返
り
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

「〝
乗
っ
て
楽
し
い
電
車
〟
を
つ
く
る
た
め
に
専

門
家
以
外
の
12
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
。
素
人

な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
と
、
車
両
メ
ー

カ
ー
に
〝
そ
ん
な
電
車
は
恥
ず
か
し
い
〟
と
ま

で
言
わ
れ
た
。
で
も
、
そ
れ
こ
そ
が
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
電
車
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
」

そ
れ
は
革
命
的
と
も
い
え
る
車
両
だ
っ
た
。

日
本
初
の
左
右
非
対
称
の
車
体
構
造
。
外
装
は
、

海
側
は
鮮
や
か
な
伊
豆
の
太
陽
を
象
徴
す
る
赤
、

山
側
に
は
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
の
ラ
イ
ン
が

引
か
れ
た
。
車
内
は
、
海
側
に
は
大
き
な
連
続

窓
に
向
か
っ
て
3
人
掛
け
の
シ
ー
ト
が
並
び
、

山
側
は
個
室
風
小
窓
と
１
人
掛
け
ク
ロ
ス
シ
ー

※リゾート 21：昭和 60 年から平成 5 年までの間に 1 次車から 5 次車の 8 両編成 5 本、計 40 両を製造。平成 5 年 7 月に運転を開始した 5 次車は「アルファ・リゾート 21」と
　呼ばれる。18 年に 1 次車、21 年に 2 次車が営業運転を終了した。

昭和 28 年	 1.10	 東京急行電鉄が伊豆開発構想を発表
昭和 31 年	 ２.1	� 東京急行電鉄が国鉄伊東駅－下田間地方

鉄道敷設免許を申請
昭和 34 年	 2.9	� 国鉄伊東駅－下田間地方鉄道敷設を免許

される
	 4.11	 伊東下田電気鉄道株式会社設立
昭和 36 年	 2.20	 伊豆急行株式会社に商号変更
	 12.9	� 国鉄伊東－伊豆急下田駅に「100 系」祝

賀列車運転
	 12.10	� 営業運転開始、国鉄との相互乗り入れ開始
昭和 37 年	 7.7	 今井浜海水浴場駅夏期臨時営業開始
昭和 38 年	 2.11	 伊豆高原分譲地販売開始
	 4.27	� サントリー株式会社より寄贈の「スコール

カー」営業開始
昭和 39 年	 10.1	 伊豆北川駅、新設営業開始
昭和 41 年	 11.25	 旅行斡旋業務開始
昭和 44 年	 3.1	 今井浜海岸駅、新設営業開始
昭和 45 年	 3.17	� 初のお召し列車運転（伊豆急下田駅⇒国

鉄原宿駅）
昭和 47 年	 3.15	 城ヶ崎海岸駅、新設営業開始
昭和 48 年	 6.5	� 100 系による伊豆急車両に初のお召し列

車運転（伊豆高原駅－伊豆急下田駅）
昭和 51 年	 7.10	� 集中豪雨による土砂崩壊により片瀬白田

駅－伊豆稲取駅間不通
昭和 53 年	 1.14	� 伊豆大島近海地震により伊豆稲取駅－河

津駅間不通、バス代行（6.14まで）
昭和 60 年	 7.20	� 2100 系新型車両「リゾート21」運転開

始、女性乗客掛乗務開始
昭和 61 年	 7.13	� 鉄道友の会より「リゾート21」ブルーリボ

ン賞受賞
昭和 63 年	 4.20	� 「リゾート21」、民鉄電車として初の JR 東

京駅乗り入れ
	 4.29	� 快速「リゾートライナー 21」運転開始（JR

東京駅－伊豆急下田駅間）
平成元年	 6.30	 伊豆半島東方沖で群発地震	
平成 3 年	 9.10	� 集中豪雨により河津駅－伊豆急下田駅間

不通、バス代行（11.23まで）
平成 5 年	 12.27	� 2 名の女性運転士誕生（日本初の女性電

車運転士）
平成 16 年	 3.26	� 下田開港 150 周年を記念し「黒船電車」

運転開始
	 6.26	� ウォーキングイベント「第 1 回伊豆急全線

ウォーク」スタート
	 10.1	� 東京急行電鉄の完全子会社化へ
平成 20 年	 5.16	� JR 南武線立川駅から特急「リゾート踊り子

号」を「黒船電車」で運転
平成 22 年	 3.13	� ICカードシステム（Suica）導入（簡易改

札機チャージ機）
平成 23 年	 10.22	� 「リゾート21」3 次車が「リゾートドルフィ

ン号」にリニューアル、営業運転開始
	 11.5	 「100 系」復活、営業運転開始
	 12.10	 新制服使用開始

伊豆急行

のあゆみ
50年

「ブルーリボン賞」受賞のヘッドマークを付けた「リゾート 21」

伊豆急下田駅で開催されたブルーリボン賞授賞式
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ト
を
配
置
。
1
車
両
の
座
席
は
50
席
と
、
通
常

の
車
両
に
比
べ
て
２
割
少
な
く
、
ゆ
と
り
の
あ

る
空
間
が
広
が
る
。
デ
ッ
キ
上
部
に
は
明
か
り

取
り
の
小
さ
な
窓
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
当
初
は

「
前
例
が
な
い
」
と
反
対
さ
れ
た
と
い
う
。

先
頭
と
最
後
尾
の
車
両
は
「
眺
望
を
運
転
士

が
独
り
占
め
し
な
い
よ
う
に
」（
割
谷
専
任
課

長
）、
展
望
室
を
採
用
し
、
座
席
を
階
段
式
に
配

置
す
る
こ
と
で
１
８
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め

る
。
ま
さ
に
「
伊
豆
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る

列
車
だ
。

こ
の
画
期
的
な
リ
ゾ
ー
ト
21
は
、
鉄
道
友
の

会
が
主
催
す
る
「
１
９
８
６
年
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
じ
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

新
幹
線
１
０
０
系
を
さ
し
お
い
て
の
受
賞
は
、

車
両
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
は
な
く
、
開
発
し
た

社
員
た
ち
の
志
へ
の
評
価
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

リ
ゾ
ー
ト
21
は
、
昭
和
63
年
４
月
に
「
リ

ゾ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
21
」
と
し
て
東
京

－

伊
豆
急
下

田
間
に
運
転
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
民
鉄
車
両
初

の
東
京
駅
乗
り
入
れ
と
な
る
。

そ
の
後
、
現
在
ま
で
に
リ
ゾ
ー
ト
21
は
５
次

車
（
ア
ル
フ
ァ
・
リ
ゾ
ー
ト
21
）
ま
で
製
造
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
進
化

を
遂
げ
な
が
ら
も
、
や
は
り
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。　

平
成
16
年
に
下
田
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念

し
て
、
1
次
車
の
ボ
デ
ィ
を
黒
で
塗
装
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
人
気
の
「
黒
船

電
車
」
だ
。
車
内
に
幕
末
の
歴
史
や
当
時
の
伊

豆
を
紹
介
す
る
資
料
や
図
版
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
。
１
次
車
引
退
後
は
4
次
車
が
「
黒
船
電
車
」

を
引
き
継
ぎ
、「
下
田
龍
馬
伝
」
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
先
頭
車
両
と
最
後
尾
車
両
に
掲
出
し
、
2

代
目
と
し
て
活
躍
中
だ
。

さ
ら
に
昨
年
10
月
に
は
50
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
伝
統
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ブ
ル
ー
に
塗

装
し
た
3
次
車
が
「
リ
ゾ
ー
ト
ド
ル
フ
ィ
ン
号
」

の
愛
称
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

平
成
14
年
に
す
べ
て
引
退
し
、
１
両
だ
け
残
さ

れ
て
い
た
１
０
０
系
も
、
同
事
業
で
イ
ベ
ン
ト
列

車
と
し
て
復
活
。
フ
ァ
ン
の
熱
い
注
目
を
集
め
て

い
る
。

現
在
、
伊
豆
急
行
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
21
の
３

次
～
５
次
車
、
東
急
電
鉄
か
ら
譲
り
受
け
た

８
０
０
０
系
に
復
活
を
果
た
し
た
１
０
０
系
を

合
わ
せ
て
69
両
が
在
籍
。
普
通
列
車
は
上
り
29

本
、
下
り
28
本
。
朝
夕
以
外
は
ほ
ぼ
、
熱
海

－

伊
豆
急
下
田
間
の
直
通
と
な
っ
て
お
り
、
１
時

間
に
２
往
復
の
ダ
イ
ヤ
だ
。
こ
れ
に
加
え
て
、

東
京

－

伊
豆
急
下
田
間
６
往
復
、
池
袋

－

伊
豆
急

下
田
間
１
往
復
の
特
急
が
運
行
し
て
い
る
。

割
谷
専
任
課
長
は
「
車
両
の
開
発
に
つ
い
て
も

面
白
そ
う
だ
と
思
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
実
行
に

移
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。
自
由
な

発
想
で
取
り
組
ん
だ
電
車
も
、
伊
豆
の
重
要
な

文
化
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

厳
し
い
自
然
条
件
下
の
安
全
対
策

最
後
に
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
振
り
返
っ
て
み

た
い
。
伊
豆
急
行
は
、
海
岸
に
迫
っ
た
急

き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な

地
形
を
縫
っ
て
線
路
が
敷
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
全
長
45
・
７
㎞
の
う
ち
の
約
3
分
の
１
が

ト
ン
ネ
ル
で
、
橋
梁
は
１
７
３
カ
所
を
数
え
る
。

こ
の
50
年
の
間
に
は
、
災
害
や
水
害
な
ど
で

幾
度
か
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
昭

和
53
年
の
伊
豆
大
島
近
海
地
震
（
Ｍ
７・０
）
で

は
伊
豆
稲
取

－

河
津
間
が
不
通
と
な
り
、
約

１
３
０
日
の
間
、
バ
ス
代
行
輸
送
を
行
っ
た
。
平

黒地に金のロゴが映える「黒船電車」の車体。乗降口では坂本龍馬、ペリー提督が出迎えてくれる

下田関所を模した門がある伊豆急下田駅のホーム出口

伊豆高原駅。手前に停車しているのは 8000 系

下田開港 150 周年を記念してリニューアルデビューした「黒船電車」
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成
３
年
に
下
田
地
区
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、

崩
壊
し
た
土
砂
に
よ
り
付
近
の
河
川
が
せ
き
止

め
ら
れ
、
伊
豆
急
行
線
で
一
番
長
い
谷
津
ト
ン
ネ

ル
坑
口
の
水
没
な
ど
の
影
響
で
、
河
津

－

伊
豆
急

下
田
間
が
不
通
と
な
り
、
約
70
日
間
、
バ
ス
の

代
行
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
土

砂
崩
壊
で
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
レ
ー
ル
は
、
い
ま

も
教
訓
と
し
て
、
線
路
脇
に
置
か
れ
て
い
る
。

「
そ
れ
で
も
人
命
に
関
わ
る
ま
で
の
自
然
災
害

が
過
去
一
件
も
な
い
の
は
、
開
業
以
来
の
十
二
分

な
対
処
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
」
と
、
鉄
道
部
の

内
藤
誠
技
術
課
長
が
語
る
よ
う
に
、
伊
豆
急
行

は
、
そ
の
地
域
特
性
ゆ
え
に
安
全
対
策
に
は
特

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

鉄
道
施
設
の
補
修
目
安
は
50
年
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
伊
豆
急
行
で
は
、
海
風
の
影
響
や
雨

量
の
多
い
気
象
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
早
期

の
補
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
11
年
に
は
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
の
安
全
調

査
を
始
め
、
劣
化
の
激
し
い
部
分
か
ら
、
補
修

を
開
始
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
、
の
り
面

（
斜
面
）
に
対
す
る
補
修
が
３
本
柱
」
と
内
藤
課

長
は
説
明
す
る
。
現
在
の
設
備
投
資

額
は
年
間
約
9
億
円
で
、
そ
の
大
部

分
が
施
設
の
老
朽
化
補
修
に
充
当
さ

れ
て
い
る
。

中
で
も
、谷
津
ト
ン
ネ
ル（
２
７
９
６

ｍ
）
は
平
成
20
～
28
年
度
ま
で
の
大

規
模
な
改
修
工
事
が
進
行
中
で
、
工

事
区
間
は
合
わ
せ
て
全
長
の
半
分
以

上
に
相
当
す
る
約
１
７
０
０
ｍ
。
こ

の
事
業
は
、
平
成
20
年
度
に
新
設
さ

れ
た
国
の
鉄
道
施
設
総
合
安
全
対
策
事
業
費
補

助
を
活
用
し
て
お
り
、
総
工
費
20
億
円
の
う
ち
、

国
、
地
方
自
治
体
（
静
岡
県
と
沿
線
市
町
）、
伊

豆
急
行
が
３
分
の
１
ず
つ
の
負
担
と
な
る
。
伊

東
市
・
下
田
市
・
河
津
町
・
東
伊
豆
町
と
伊
豆

急
行
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
「
伊
豆
東
海
岸
鉄
道
整

備
株
式
会
社
」
を
設
立
し
て
、
工
事
を
進
め
て

い
る
。

現
在
ま
で
に
線
区
内
で
補
修
が
必
要
だ
っ
た

９
箇
所
の
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、
谷
津
ト
ン
ネ
ル
を

除
く
８
箇
所
の
補
修
が
終
了
し
、
劣
化
の
著
し

い
橋
梁
（
稲
生
沢
橋
梁
・
片
瀬
第
二
架
道
橋
）
に

つ
い
て
は
開
業
後
、
初
の
架
け
替
え
を
行
っ
た
。

「
安
全
対
策
を
軸
と
し
た
設
備
投
資
に
年
間

９
億
円
を
か
け
て
い
る
地
方
鉄
道
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
だ
け
の
投
資
を
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
こ
の
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
安
全
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
」（
内
藤
課
長
）

一
方
、
自
然
災
害
対
策
と
し
て
は
、
沿
線
４

地
点
に
地
震
計
を
、
９
地
点
に
雨
量
計
と
風
速

計
を
設
置
。
地
震
、
降
雨
、
強
風
に
よ
る
運
転

規
制
値
に
達
し
た
場
合
に
は
、
運
転
規
制
や
線

路
警
戒
な
ど
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

「
50
㎞
弱
の
沿
線
で
も
、
駅
が
位
置
す
る
場
所

の
地
形
に
よ
っ
て
条
件
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、

伊
豆
急
行
の
場
合
は
計
測
ポ
イ
ン
ト
が
多
い
」

と
内
藤
課
長
は
語
る
。

急
峻
な
地
形
を
縫
っ
て
海
と
山
の
絶
景
の
中

を
走
る
路
線
は
、
密
な
警
戒
を
行
う
こ
と
で
安

全
運
行
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

海
と
山
と
伊
豆
急
行
と
―
―
半
世
紀
を
駆
け

抜
け
て
き
た
伊
豆
急
行
。

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
と
観
光
の
多

様
化
や
嗜
好
の
変
化
な
ど
を
原
因
に
、
日
本
有

数
の
観
光
地
で
あ
る
伊
豆
も
、
不
振
が
続
い
て

い
る
。
伊
豆
急
行
の
輸
送
人
員
も
平
成
３
年
の

１
０
０
１
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
22
年
度
に

は
５
１
１
万
人
と
、
最
盛
期
の
約
半
分
ま
で
減

少
し
た
。

伊
豆
と
い
う
観
光
地
を
牽
引
す
る
、
そ
の
役

割
を
担
う
伊
豆
急
行
に
と
っ
て
、
現
在
の
状
況

は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
さ
に
正
念
場
と
も
言
え
る
厳
し
い
状
況
下

で
節
目
の
年
を
迎
え
た
わ
け
だ
が
、
好
不
況
の
波

に
揺
ら
れ
な
が
ら
走
り
続
け
て
き
た
伊
豆
急
行

は
、
社
是
「
伊
豆
と
と
も
に
生
き
る
」
に
恥
じ
な

い
新
た
な
〝
伊
豆
観
光
振
興
〟
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
次
の
半
世
紀
へ
、
走
り
始
め
て
い
る
。

伊豆急行株式会社　鉄道部　技術課長

内藤 誠
Makoto NAITO
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